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 本研究は、タイと日本の国交開始時から第二次世界大戦の終戦に至
るまで（1887 年-1945 年）のタイ・日間の仏教外交に焦点を当てて
いる。本研究を通じて、タイと日本の関係を、タイ側と日本側それぞ
れの仏教交流の展開および仏教が担った外交的役割という側面から
明らかにしたい。 
タイと日本の外交は、1887年 9月 26日の「日暹修好通商に関す
る宣言」の調印に始まる。以降、現在に至るまで、政治、経済、教育、
文化など幅広い交流が行われていた。様々な分野の交流の中でも、タ
イと日本は同じ仏教が定着した国として、仏教面の交流も盛んであっ
た。これは、両国間の交流の大きな特徴の一つである。タイの仏教は
南方上座部仏教（テーラヴァーダ Theravada）であり、一方の日本
は大乗仏教（マハー・ヤーナMahayana）である。しかし、この仏
教の系統の違いにもかかわらず、1887年の国交開始以来、現在に至
るまで、両国の仏教関係の交流は、絶えることなく続けられてきた。 
タイと日本は、正式に国交を開いてから第二次世界大戦の終結まで、
さまざまな形の仏教交流を通して、友好関係を強化してきた。チュラ
ーロンコーン王の時代は、タイが西欧列強の植民地主義の脅威や独立
の危機に直面しており、近代国家への改革に着手する時代であった。
チュラーロンコーン王は、国内改革だけでなく、対外政策を有利に展
開するためにも、仏教を利用した。王は僧侶の受け入れ、三蔵、仏像、
仏舎利の寄贈、欧米東洋学の支援など、仏教交流を通して諸外国との
友好関係を強化した。一方、日本には、東南アジアや太平洋諸島に進
出して、植民すべきであるという「南進論」や東・東南アジア諸国の
独立のためにイギリスとフランスの侵略を阻止すべきであるという
「アジア主義」の考え方が生じ、タイに対する勢力拡大にも関心を抱
き始めた時代であった。こうしてチュラーロンコーン王時代における
タイと日本の交流は頻繁に行なわれた。例えば、国交開始の翌年
（1888年）には、生田（後に織田と改名）得能という真宗大谷派の
僧侶と、真宗仏光寺派の善連法彦がタイに留学した。チュラーロンコ
ーン王は、1893年に世界初の製本化三蔵を完成させ、日本を含む諸
外国の有名な研究教育機関に寄贈した。また、1900年にはタイと日
本の友好関係構築の一大イベントとして、日本の仏教徒へ仏舎利を寄
贈した。 
1911年には、日本から日本の仏教徒を代表して、仏舎利奉迎使節
団の一員であった曹洞宗の日置黙仙と、仏教青年伝道会理事の来馬琢
道が、ワチラーウット王の即位式に参列した。しかし、それ以降、各
種の交流はほぼ途絶えた。絶対王政の最後の約 20年間（1911-1932）
は、両国の関係はよそよそしいものとなっていった。タイの最後の絶
対君主の二人、すなわちワチラーウット王とプラチャーティポック王
はどちらかといえば、欧米志向が強かった。一方の日本の関心は、日
露戦争後は、満州と中国本土に向けられており、タイに対する関心は
低下した。タイに対する関心は第一次世界大戦以降であった。日本で
は南進ブームが高まり、資源豊富なタイ国に関心を払うようになった。
日本はボーイスカウトや留学生などの交流を通じてタイに接近して、
経済的進出および資源獲得に努めた。 
タイ・日間の関係が、新しい局面に入ったのは、タイの絶対王政
が終了し、立憲君主制へ移行した 1932 年 6 月 24 日の立憲革命の後
のことである。翌年の 1933 年 2 月 24日に、国際連盟臨時総会で日
本の満州問題に関する撤退勧告案が採決されたとき、タイは対日非難
投票において唯一の棄権国となった。それ以来、日本はタイを意識す
るようになった。さらに、1937 年の日中戦争を契機に、日本は石油
など軍事に必要な物資を確保しようとするために南進政策を本格化
した。タイの新政権も、旧来の西欧列強の支配、特に内政及び経済の
面で圧倒的に多かったイギリスの影響力を減らすために、日本の援助
を期待した。1933 年の後半から、両国間の親善外交が次々と繰り広
げられた。1934年に日本で開催された第 2回汎太平洋仏教青年大会
には、タイから代表者が出席した。それ以来、両国の仏教徒の間で、
次第に親善交流が進展していった。日本からは仏教使節団をタイに派
遣したりして仏教の交流が頻繁に行なわれるようになった。1937 年
には、日中戦争によりイメージが悪くなった日本の宣伝事業の一環と
して浅野研真をはじめとする訪タイ仏教使節団が派遣された。1941
年には、日本仏教親善使節団がタイ王室へ南伝大蔵経を献上した。
1930 年代には、日本はこれらの文化事業のみならず、経済の面でも
急速にタイに進出していったので、タイに対する日本の影響力は増加
していった。 
太平洋戦争開始時に、日本はタイ領の通過を求めて南タイを侵攻、
1941 年 12 月に日タイ攻守同盟条約を締結した。この調印式は、ワ
ット・プラケオのエメラルド仏の前で行なわれた。エメラルド仏の前
での調印式を設定したのは、日本は仏教徒の国なので、日本に条約を
尊重させ、タイの独立と主権を侵さないようにさせようというタイ側
の意図があったという。その後、1943年 6月、再びタイから仏舎利
が寄贈された。太平洋戦争の開戦以降、日本は南方諸地域に対する宗
教工作の重要性を認識し、南方文化工作の一環として南方への宗教工
作を実施した。日本は、日泰親善仏教大会、ウェーサーカ祭などの開
催、タイへ留学僧及び仏教使節の派遣、タイの日タイ文化会館仏教館
の建設など、多彩な仏教交流を頻繁に実施した。戦時中、日タイ文化
会館館長の柳沢健や、日タイ文化研究所主事を務めた浄土真宗本願寺
派の平等通昭は仏教交流の促進に力を入れ、タイにおける文化事業の
重要な役割を担った。しかし、日本の仏教工作は仏教の違いの乗り越
えられず、期待したほどの成果は得られなかったといえる。タイ側は
日本に協力する形をとりながらも、日本文化に対抗するために、タイ
国民に愛国心、国家への忠誠心を喚起させる国家主義政策を進めた。
日本の敗戦の色が濃くなりつつあった時には、タイ側は抗日政策の一
つとして、首都が壊滅したときのための避難場所としての意味もあわ
せてサラブリー県に仏教の都の建設を計画し、またペッチャブーン県
に新首都を建設した。 
このように、国交開始時から第二次世界大戦の終戦にかけて仏教
交流は両国の関係構築において、大きな役割を担ったといえる。タイ
と日本の関係を研究したものには、政治、経済面からのアプローチが
多い。しかし、これだけでは、タイ・日関係を正しく把握することは
困難である。これらの交流の合間を縫って行なわれていた様々な仏教
交流の実態を明らかにすることで、はじめて、両国の関係はより正確
に理解することができるものと考えられる。仏教が両国関係の基礎を
作るうえで担った役割、仏教が外交の手段として果たした役割を明ら
かにすることは、タイ・日本関係史研究においてきわめて重要である。 
本論文では、タイと日本の資料を精査した上で、日タイ仏教交流の
全容を論じ、仏教交流の展開、両国による宗教政策・外交、その成果
を解明することを試みたい。管見の限りでは、本研究の課題について
の本格的な既存研究は存在しない。それ故、タイ・日の国交開始から
終戦に至るまでのタイと日本の仏教交流の展開、そこから得られた成
果、仏教交流の問題点を明らかにすることは、研究上の価値があると
考える。 
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